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1. トンネルの入口に接近しつつある自動車の運転者の視線の運動を分析して,運転者は従来考えられ
ていたよりもはるか前方から,すでに暗い トンネルの内部を注視しはじめていることを明らかにし,この
ため トンネルに進入するかなり以前から運転者の目の順応輝度の低下が始まり,その結果入口照明の所要
輝度レベルが従来考えられていた値よりも低くてよいことを明らかにした｡
2. 運転者の視線の運動の分析結果から注視開始点という新しい概念を導入するとともに,運転者の見
る前方路面上の障害物とその背景の路面の幾何学的関係を検討して,長大なトンネルの入口照明の設計を
従来不明確であった トンネルの設計走行速度と関係づけることに成功した｡
3. 短かいトンネルにおける外部自然光の入射が トンネル内の路面および障害物の輝度に及ぼす影響を
調査し,長大なトンネルの場合のような暗いトンネルの内部を注視することによって起る順応輝度の低下
現象が期待できない短かいトンネルにおいても,従来海外で考えられていたよりも低い輝度で運転者に所
要の知覚レベルを与え得ることを明らかにし, トンネルの長さ,設計走行速度に応じた照明設計法を開発
した ｡
4. 従来不要とされていた トンネルの出口照明が複数の先行車の識別に必要であることを明らかにして
出口照明の設計法を開発した｡
これを要するに,本論文は,自動車道路 トンネルの出入口照明について総合的,体系的に論じて,新し
い照明設計法の提案を行ない, 多くの新しい重要な知見を提供したものであって,学術上,実際上寄与す
るところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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